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資料１ これまでの取り組みの経過 （P１~P5)

資料２ 新大阪駅周辺地域のプロモーション等について（P6~P16）

資料３－１ 新型コロナ危機を契機とした社会変化を踏まえた新大阪駅周辺地域のまちづくりの

検討の際に配慮すべき視点（P17~P21)

資料３－２ 導入すべき都市機能（交通結節機能、交流促進機能、都市空間機能）

（P22~P40)

資料３－３ 新大阪駅周辺地域の都市機能の集積イメージならびに新大阪エリアにおける都市機能

の充実に向けた民間都市開発の誘導イメージ（たたき台）（P41~P45)
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これまでの取り組みの経過

資料１
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～2020年度
（～R2年度）

2021年度～
（R3年度）

新大阪駅周辺地域のまちづくり及び都市再生緊急整備地域検討協議会の進め方

交通結節機能
の検討

プロジェクトの基礎検討
（公共事業、民間プロジェクト（都市開発）等）

プロジェクト準備・本格化

プロモー
ション等

リニア
中央新幹線

第4回

北陸
新幹線

主な
プロジェクト

国内外へ広く知ってもらう 都市開発等へ繋げるプロモーション

東京・名古屋間

緊急整備地域指定
（特定）等策定

『まちづくり方針』の作成

都市再生
緊急整備
地域検討
協議会

個別・小規模の意見交換
会議などを活用した情報の拡散
海外への情報発信手法の検討

名古屋・大阪間

まちづくり方針の検討

開業

開業

左岸
2期

2024年
うめきた2期
先行

まちびらき

万博
開催

2025年
左岸
延伸部

なにわ
筋線

2030年代～
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環境影響評価
準備書

（駅位置の方向性）

北陸新幹線
事業化

環境影響評価・事業化の手続き

・交流促進機能
・都市空間機能
・交通結節施設（検討状況の中間報告）
・新型コロナ危機を契機とした社会変化を踏ま
えた新大阪駅周辺地域のまちづくりの検討の
際に配慮すべき視点

・都市機能の集積イメージ・民間都市開発の誘
導イメージ

第5回

新大阪駅
周辺の
まちづくり

都市再生に資する
民間都市開発の機運の高まり

第1～3回

まちづくり方針
の骨格

３D都市モデルの作成



第１回～第３回協議会 まちづくり方針の骨格の作成（令和2年3月作成）
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（１）スーパーメガリージョンの西の拠点
＜交流促進機能＞

（２）広域交通ネットワークの一大ハブ拠点
＜交通結節機能＞

（３）関西・西日本・アジアから人を迎え入れる
国際都市のゲートウェイ

＜都市空間機能＞

【担うべき役割と導入すべき都市機能】

ｽｰﾊﾟｰ・ﾒｶﾞﾘｰｼﾞｮﾝの西の拠点

関西・アジアのｹﾞｰﾄｳｪｲ

ビジネス

観光

ベースキャンプ

イノベーション

リニア新幹線

飛行機

在来線

バス・タクシー・自家用車

新たな交通モード

淀川と都市部の融合

日本・大阪らしい空間

光・緑・水などの自然の空間
界わい性

シンボリックな玄関口

在来線

居心地のよい空間

人間関係構築

まちの情報のデジタル化等

交流促進機能

交通結節機能

都市空間機能

広域交通のハブ拠点

・大阪が、世界の中で存在感を発揮していくため
には、日本各地との連携を深め、アジアと直接
つながり、その活力を取り込み、進化しつづける
国際都市となることが重要。

・新大阪の圧倒的な広域交通アクセスの良さを
活かし、世界一の広域交通ターミナルのまちづく
りを実現し、大阪の国際都市化のフラッグシップ
となり、関西、日本の発展を支えることをめざす。

【新大阪駅周辺地域のまちづくりの大きな方向性】



第４回協議会 交通結節機能の強化に向けて（令和２年１０月）

【検討の方向性】

〇歩行者、自動車等交通、利用者サービスの３空間のバラ

ンスへの留意

〇広域交通の需要動向、他拠点との役割、拡張性などに留

意し、高速バスの拠点化等

〇フィジカルとサイバーでの空間整備を図りつつ、スマー

トな新技術の導入

【事務局】高速バス発着機能の強化について
（国の動き）

〇スーパーメガリージョン

〇バスタプロジェクトの全国展開

（淀川左岸線の整備による利便性向上）

〇高速道路近接性

新大阪－吹田IC ⇒ 新大阪－豊崎IC

（22分） （2分） など

〇広域JCT近接性（他の拠点との比較）

新大阪－門真JCT ＞ 大阪－門真JCT

(10分) （15分）など

（鉄道・まち・道路をつなぐ交通結節施設の全体像）

【高速ﾊﾞｽﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ研究所】
〇高速バス、バスターミナルの現状と課題
航空を上回る「第二の幹線輸送モード」、個人旅行の増加
新宿バスタの発着枠の課題

〇大阪における高速バス市場の現状と課題
四国・中国地方の強み、定期観光の可能性

〇新大阪におけるバス発着拠点の可能性
・新大阪のポテンシャルの高さ
・配慮（新御堂筋との接続、歩行者動線、収益施設の併設）

【森川委員資料】自動運転技術の現状と新大阪駅への含意

〇自動運転技術の現状
仕組み（認知・操作・判断）
現状や今後のうごき

〇自動運転技術と新大阪駅へのインプリケーション
・マイカー駐車場の需要の減とSAVの待機場
（当面の駐車場⇒SAV待機場へ）
・路線バスの小型化・高頻度化
・高速バス（京都、山陰、淡路・四国など）の需要の増加
・新幹線と結節するバスターミナルの重要性【大阪メトロのとりくみ（MaaS、駅のリニューアル）】 4

約1.7km
（2分）
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３D都市モデルの活用（新大阪、十三、淡路）

〇新大阪、十三、淡路において都市空間を３D化（鳥瞰から人目線まで）
〇現状の把握はもとより、仮想空間における空間検討のためのデジタル基盤
〇３D都市モデルを活用した空間検討を実施するほか、さらなる活用についても検討を進める

十三
（商店街、周辺市街地、
淀川河川敷等の現況再現）

新大阪
（鳥瞰から人目線（駅内通路など）までの現況再現、

駅北西部の将来像検討空間の再現）

淡路
（周辺市街地の現況と阪急連続立体交差

完成予想イメージの再現）

（令和2年度国直轄業務「まちづくりのデジタル化
に向けた「３D都市モデル」の構築」）
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仮想開発モデル


